
 「駐車場整備計画」の改定について 

 
 

 
 

１ 駐車場整備計画の改定の趣旨 

○計画的な駐車場整備を推進することを主な目的として、平

成８年に市全域を対象とした「横浜市駐車場整備基本計画」

を策定した。また、平成 10年には、６つの駐車場整備地区

を対象とした「駐車場整備計画」を策定した。 

○その後、少子高齢化の進展や駐車場の需給バランスの変化

等、駐車場を取り巻く状況が大きく変化したことを受け、

平成 19 年に「横浜市駐車場整備基本計画」を改定した。 

○この「横浜市駐車場整備基本計画」の方針を踏まえ、今回

「駐車場整備計画」を改定する。なお、現行計画の整備目

標量がおおむね達成しているため、駐車場整備を推進する

『量』から、地域の特性に応じた駐車場の整備や活用等、

『質』への転換を推進することとする。 

 

 

２ 駐車場整備計画の位置付け 

○「駐車場整備基本計画」（H19.4）は、市全域の駐車場整備等に関する基本的な方針を示したものであ

り、駐車場対策に関する全体計画と位置付けている。 

○「駐車場整備計画」は、「駐車場整備基本計画」のうち、重点的な駐車場対策が求められる“駐車場整

備地区”における“駐車場の整備、活用等の考え方やその具体的な施策”について策定するものであ

る。 

 【駐車場整備計画と法令等の関係】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 目標年次と目標量 
 

○本計画の目標年次については、おおむね 10年後の平成 34年度とする。 

○目標量については、各地区の駐車需要を充足する供給量が確保されていることを踏まえ、地域の特性

に応じた駐車場整備を行うことにより、適正な量を確保していくものとする。 

 
 

４ 駐車場整備に関する課題と基本方針 

○駐車場整備に関する課題の解消に向けて、７つの基本方針を定める。 
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・駐車場条例等の見直しによる適正台数の確保 

方針① 適正な駐車場の確保 

・エリアマネジメント組織と連携した共同駐車場整備や共通

駐車券制度の導入 

・月極や届出駐車場等、公共駐車場の有効活用 

 

 

方針② 駐車施設の有効活用の推進 

・駐車場への充電器設置、利用情報の提供 

・カーシェアリングの普及 

方針⑦ 次世代自動車対応設備の普及促進等 

・車いす使用者等の駐車スペースの確保 

・駐車場案内システム等による情報提供の推進 

方針⑥ 駐車場のバリアフリー化 

・駐車場条例等による適正台数の確保 

・路上や共同荷さばき駐車場の整備促進 

 

方針⑤ 荷さばき駐車場の確保 

・地域の特性に応じた附置義務駐車場の台数見直しや隔地

駐車場の弾力的な運用等、「地域ルール」の構築 

方針③ 地域特性に応じた独自ルールの導入 

・駐車場条例等による適正台数の確保 

・既存駐車場の空きスペースや公共空間等の活用 

方針④ 自動二輪車駐車場の確保 

駐車場整備の課題 「基本方針」及び「主な基本施策」 

 課題 

② 

 課題 

① 
現況の駐車需要に対する 

供給過多の実態 

将来の大規模開発による 

更なる駐車場の増加 

 課題 

③ 
地区ごとの駐車特性に適さない 

画一的な整備基準の実情 

 課題 

④ 
中心市街地を中心とする 

路上駐車の発生 

 課題 

⑤ 
建物ごとの駐車場設置に伴う 

まちなみ景観・歩行者交通への影響 

 課題 

⑥ 自動二輪車の路上駐車の発生 

 課題 

⑦ 
荷さばき車両の駐停車による 

交通障害・まちなみ景観への影響 

 課題 

⑧ 
高齢化社会を見据えた 

バリアフリー駐車場の整備 

 課題 

⑨ 
環境に優しい交通体系を支える 

新たな需要への対応 



 

５ 基本施策 
○先に示した７つの基本方針を推進するため、基本施策を定める。 

 

 

 

 

７つの基本方針 基本方針の実現に向け取り組む 基本施策 
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駐車場条例及び大規模小売店舗立地法による適正な駐車場の確保 

・駐車場条例の見直しや大規模小売店舗立地法による適正な駐車台数の確保を図る。 

施策 

① 
方針① 

適正な駐車場の確保 

地域特性に応じた独自ルールの導入 

・地区の特性に合わせた、附置義務駐車場原単位の見直し、隔地駐車場の弾力的な運用などの「地域ルール」を構築する。 

・附置義務台数の原単位の見直しに伴い、既存駐車場についても附置義務台数が縮小可能となる仕組みの構築を図る。 

施策 

① 
方針③ 

地域特性に応じた独自ルールの導入 

駐車場条例等に基づく自動二輪車駐車場の確保及び適正な駐車場利用 

・駐車場条例等での台数確保を基本とし、民間事業者へ設置の働きかけや不適切な駐車の取り締まり強化に向けた調整を進める。 

施策 

① 

既存駐車場等への自動二輪車の受入れ 

・既存駐車場の空きスペースや公共空間等の既存の路上駐車スペース等を活用し、自動二輪車駐車場の確保を進める。 

施策 

② 

方針④ 

自動二輪車駐車場の確保 

荷さばき駐車場の確保 

・駐車場条例等での台数確保を基本とし、荷さばき車両専用の共同駐車場、路上荷さばきスペース等の確保を進める。 

施策 

① 
方針⑤ 

荷さばき駐車場の確保 

駐車場のバリアフリー化 

・バリアフリー新法や駐車場条例等に基づき、駐車場のバリアフリー化を推進する。 

施策 

① 
方針⑥ 

駐車場のバリアフリー化 

次世代自動車対応設備の普及促進等 

・駐車場への充電器の設置、充電器設置場所と利用情報の提供など次世代自動車対応設備の普及に向け取り組んでいく。 

施策 

① 
方針⑦ 

次世代自動車対応設備の普及促進等 

方針② 

駐車施設の有効活用の推進 

共同駐車場整備誘導方策の検討 

・共同駐車場の整備・誘導を進めるため、エリアマネジメント組織などと連携して検討を進める。 

施策 

① 

共通駐車券制度の導入等の検討 

・局所的な駐車需要の集中を分散させるため、共通駐車券の導入等や交通ＩＣカード対応などの取組を進める。 

施策 

② 

駐車場案内情報の提供 

・駐車場待ち等の混雑解消に向け、駐車場案内システムや自動二輪車駐車場案内ホームページ等の効率的運用を進める。 

施策 

③ 

公共駐車場の有効活用 

・月極め利用、自動二輪車受入れの対応など、地区の先導的な駐車場モデルとしての活用を推進する。 

施策 

④ 

コミュニティサイクルの導入 

・自動車を駐車場に止めて地区内を自転車で回遊する仕組みとして、コミュニティサイクルの導入を進める。 

施策 

⑤ 


